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われわれはこれまでに，コラーゲンペプチドが家畜

（兎や豚）の結合組織の損傷部位の治癒を促進すること

や，結合組織の組成を変化させ強靱化することを明らか

にしてきた［1, 2］．現在，市場で流通しているコラーゲ

ンペプチドのおもな供給源は，牛や豚，鶏など家畜の皮

膚（真皮），腱，骨および鶏冠であるが，牛海綿状脳症

の日本国内での発生を端緒とした牛由来原料の使用制限

や，食品に対する消費者の安全性意識の高まりなどか

ら，人との間に共通感染症の報告がない魚類由来のコラ

ーゲンが栄養補助食品として注目されつつある．これま

で加工時に排出される鮭皮は，産業廃棄物として処理さ

れるのみであった．しかし，最近になって鮭皮からのコ

ラーゲン抽出精製方法が開発［3］，商品化されたことも

あり，将来，鮭皮が天然由来の安全かつ安定的なコラー

ゲン供給源候補となることが期待される．

牛の蹄病は蹄骨の蹄床への沈下よって発症するが，こ

の沈下を防止しているのが懸架装置と呼ばれるコラーゲ

ン線維をおもに構成される蹄冠周囲の結合組織である

［4］．これまで，われわれの報告に加えて複数の研究で

コラーゲンペプチドが生体結合組織へ広汎な生理活性を

有していることが明らかにされてきた［1, 2, 5, 6］．コ

ラーゲン分子に最も多く含まれる，プロリン hヒドロキ

シプロリンから構成されるジペプチドには線維芽細胞の

増殖性を濃度依存性に増加させる機能がある［7］．ま

た，プロリン含有ペプチドには，ルーメン内微生物によ

る分解や変性を受けにくい特性があることも報告されて

いる［8］．そして，牛を含む反芻動物のアミノ酸および

ペプチドの消化・吸収の場が，前胃ではなく下部消化管

である可能性が示唆されている［9h12］．これらのこと

から，牛へ経口投与されたコラーゲンペプチドが，下部

消化管で吸収されたのち，蹄冠周囲の真皮線維芽細胞の

増殖とコラーゲン産生を促進させ，結果として組織の強

靱化ができると予見できる．

しかし，これまで牛に対してコラーゲンペプチドを投

与した報告はみあたらない．そこで本研究では，コラー

ゲンペプチドによる蹄病の発生予防を視野に入れた予備

的研究として，鮭皮膚由来コラーゲンペプチド（マリン

コラーゲンペプチド：MCP）の生体への効果を確認す

ることを目的とし，8週間にわたり牛にMCPを経口的

に摂取させ，蹄冠周囲の皮膚真皮組織に惹起される変化

を形態学的，生化学的に明らかにした．

鮭皮コラーゲンペプチドの牛蹄冠部周囲真皮への

影響と効果
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要　　　　　約

牛に飼料とともに鮭皮由来コラーゲンペプチド（MCP）を8週間摂取させ，前肢蹄冠の背側，外側，指間の真皮を解

析した．MCP群の背側と外側の蹄冠皮膚は真皮の厚さ，線維芽細胞数，コラーゲン細線維の直径が増加，上昇した．

MCP群の指間真皮の線維芽細胞数は増加したが，厚さは低下し，コラーゲン細線維直径は減少した．線維径を調整す

るデルマタン硫酸と蠹型コラーゲンはMCP群のすべての部位で増加し，特に指間での増加が顕著であった．結合組織

の強さの指数MADは背側と外側で増加したが指間では減少した．MCP投与による指間真皮のユニークな応答は細い

コラーゲン細線維を集めて柔軟な結合組織を形成し，着地時の衝撃を緩衝するためと考察した．MCPは線維芽細胞に

作用し蹄冠の各部位に即した太さのコラーゲン細線維を産生させ，真皮構造を強化する効果があると考えられた．
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